
ＰＯＩＮＴ１  

○ 作業工程を分析し工程表を作成しました。 

 

 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ２ 

○ 円形に切り抜けるように補助具を作成しました。 

○ 作業台を生徒の姿勢に合わせて変更しました。 

 

 

 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ３ 

○ どの生徒にとっても難しい工程がはっきりしたの 

で、その工程には教員を配置することにしました。 

 

 

 型に沿って粘土を切っていますが、車

椅子では手が届きにくく曲がってしまう

ので、先生と一緒にやらないと上手くで

きないです。 

     

＜陶芸＞ 
 

 

 

一人で作業が出来る工程の工夫 

 

改善事例８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

○ 一つ一つの工程を丁寧に分析してみましょう。その際、姿勢や手指の使い方、感覚の受

け止めなど障害の特性としての視点を加えるようにしましょう。 

○ 知的障害教育部門の作業学習と連携し、利用できる補助具は積極的に利用し、生徒が「自

分で出来た」と感じられるようにしましょう。 

○ 車椅子で作業するときの適切な作業台の高さを検討しましょう。 

※教員の関わり方 

■ 教員の言葉かけや支援を少なくし、生徒の主体性を育てましょう。 

■ 生徒の名前を呼ぶ際は、年齢相応の呼び方をしましょう。 

 

 

 

○ 作業工程を分析し、改めて生徒の実態を把握すると、それまで教員が手伝

っていた工程の中にも生徒が一人で出来ることがあるということを再認識

しました。 

○ 難しい工程を「先生と一緒にやる」のではなく、生徒が一人で取り組める

ように補助具や作業環境を工夫することが大切だと思いました。  

■ 生徒が一人では出来ない工程が多いので、多くの支援が必要になってし

まいます。生徒が主体的に取り組めていないようです。 

■ 生徒２～３人で１枚の皿を作っています。「生徒と教員が一緒に作る」

という雰囲気が生徒にあり、教員も必要以上に支援してしまうことが多い

ように思います。 

 

１ 授業改善の視点 

２ 専門家からのアドバイスと改善の方策 粘土を型に合わせて切り取るのは、苦手な工程と思っていましたが、一人

で出来るようになりました。手を上手に使うためには、作業中の姿勢が大事

であることが分かったので、やりにくい時は先生に相談しようと思います。 

３ 改善のポイント 

カッターが斜めになることがなくなり、ふちが

滑らかなきれいな円が切れるようになりました。 

なめす作業が不要になったので工程が簡単にな

り、分かりやすくなりました。 

 

「たたら生成」は、機器の操作が重いため生徒

の活動とせず、その他の工程を分担するようにし

ました。 

 

４ 授業者がわかったこと 

項目に身体機能面、認知面、感触面の視点

を加え、肢体不自由のある生徒の実態に応じ

た作業工程表としました。 

 

【Ｈさん】 

■ たたら板を皿の形に切る工程 

① 直径約３０センチの洗面器を型にして、周り

を切り針で切る。 

※切り針が斜めにならないようにする。 

② 切り取った円形のたたら板のふちをなめす。 

 ※ふちをなめす際には力を入れすぎない。  
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ＰＯＩＮＴ１  

○ 準備物のリストを作成しました。 

 

 

 

 

 

○ 見た目や触覚で判断し 

にくいものにはカゴの色 

を分けました。 

 

 

ＰＯＩＮＴ２ 

○ 各工程の写真用いた手順書を作成しました。 

 

 

 

 

 

 用具置き場からその日の作業で使用する物

品を持ってきます。作業内容によって布も２種

類あるので、どちらを使えばよいのか 

分かりにくいです。 

     

＜陶芸＞ 
 

 

 

生徒が分かりやすい指示の工夫 

 

改善事例９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

○ その都度教員が指示を出すのではなく、生徒が自分で確認しながら準備が出来るよう

な準備物リストを工夫しましょう。 

○ 名称や形状が似ている道具がありますので、用具の名称は正確に覚えられるようにし

ましょう。 

○ 基本とする手順を確認し、生徒一人一人に合わせた手順書を作成しましょう。その際、

教員に報告するタイミングを記載し、生徒から声をかけることを意識付けるようにしま

しょう。 

※教員の関わり方 

■ 仕上がりや、用具の説明の時に「ザラザラ」「しっかり」など曖昧な表現を避け、文字

などの視覚情報等も用い、分かりやすい伝え方を工夫しましょう。 

 

○ 生徒が自分で見て確認出来るようにしたことで、その都度指示をしなくて

も自分で作業に取り組めるようになりました。 

○ 手順書に沿って作業を行うことで、工程に合った道具の利用が出来るよう

になりました。 

○ 生徒からの報告（働きかけ）を増やすきっかけとなりました。 

■ 物品の準備や、作業中も、生

徒が「困っているな」という時

にはその都度指示を出さなけれ

ばいけません。 

■ いつも教員から声を掛けてい

るため、生徒によっては次の指

示が出るまで待っている様子が

見られます。 

 

１ 授業改善の視点 

２ 専門家からのアドバイスと改善の方策 準備リストを見れば、何が必要なのかが分かるので自分で準備出来

るようになりました。 

手順通りに進め、自分から報告出来るようになってきました。 

３ 改善のポイント 

生徒が自分で手順書を確認することで、工程

の中でどの用具を使えばよいのかが分かるよう

にしました。 

報告は、どのように声を掛けていいのか迷う

こともあるので、定型の言葉としました。 

自分で表示を確認して２種類の布

から的確に選べるようにしました。 

 

４ 授業者がわかったこと 

リストに沿って準備し、終わった所にマグ

ネットを貼り、生徒が自分で確認できるよう

にしました。 

【Ｉさん】 

用具置き場 
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用具置き場 
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■ 作業学習の充実に向けて 

「作業学習」で大切なポイント（学習指導要領） 

将来の職業生活や社会自立に必要な事柄を総合的に学習し、生徒の働く意欲を培う。 

・活動に取り組む喜びや完成の成就感が味わえる。 

・生徒に応じた段階的な指導ができる。 

・利用価値が高く、生産から消費への流れが理解されやすい。 

☆ 生徒が「できる」状況をつくることが大切です。 
・ 「～ができない」ではなく、環境を整えることで、「～ができる」に変えていく。 
 

そのためには 

どうすれば「できる」ようになるか。 

１ 一人ひとりの障害の状況（作業能力）に応じた工程の工夫 

２ 「やりにくい」状態を解消（改善）する補助具の開発 

３ 集中力を高める環境作りの工夫 

４ 教員の関わり方や立ち位置 

４つの要件を視点として授業を振り返りましょう。

本報告書の事例より 

 

 

◆授業作りのポイント 

■ 生徒が自分で判断できるようにして、見通しがもてる活動にする。 

そのためには・・ 

生徒が「わかる」（判断できる）工夫をし、生徒の意欲を引き出しましょう。 

■ 教員の働きかけを最小限にして、生徒の自発的な動きや気付きを引き出す。 
そのためには・・ 

教員が補助をするのではなく、補助具を工夫することで生徒自身が気付ける場面を増やしましょう 

■ 安全や衛生に配慮した仕事環境にする。 
そのためには・・ 

教員は、正しい道具の扱い方や正しい手順を十分に理解するとともに、生徒と一緒に作業をすること

で気づくこともあります。 

■ できないことを頑張らせるのではなく、生徒が「今できること」を大切にする。 
そのためには・・ 

生徒が持っている力（押す、引く、握力、指、足、視力、聴力、発話、コミュニケーション等）を定期的に

把握し、支援を工夫しましょう。 

■ 作業台の高さや位置を常に見直し、生徒がやりにくい場面を解消する。 
そのためには・・ 

補助具や姿勢の工夫をするとともに、支援の方法を教員が共有（指導計画の活用）しましょう。 

※「一人でできる」条件を整えた上で、生徒と一定の（適切な）

距離を置くことも大切です。 

 

◆生徒が「一人でできる」ようになることで 

 ・生徒一人一人の作業状況の的確な把握ができます。 

・生徒と共に仕事（作業）を行い、良い見本となり、具体的な支援を行うことができます。

・新たな作業分担に取り組む生徒の指導を行うことができます。 

・生徒と一緒に、「どうすれば自分の作業がやりやすくなるのか」工夫することができます。

更なる授業改善につながります。 

Ｐｏｉｎｔ 

生徒が「やりにくい」
と感じている場面に
教員が気づくことが
大切です。 

４つの要件を視点

とした授業改善
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